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【区中央部】機能別病床数の状況①

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度では 2.4ポイント増

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期
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【区中央部】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和5年度では 382床増
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【区中央部】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成

病床利用率

平均在院日数（右軸）

高度急性期

慢性期回復期

急性期

病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２ 4

注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値
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【区南部】機能別病床数の状況①

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度では ４.２ポイント増
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【区南部】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和５年度では ３１９床増
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【区南部】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成
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平均在院日数（右軸）
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病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２
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注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値
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【区西南部】機能別病床数の状況①

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度では ４.３ポイント増
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【区西南部】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和５年度では ３5７床増
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【区西南部】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成
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平均在院日数（右軸）
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病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２ 10

注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値
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【区西部】機能別病床数の状況①

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度では 1.４ポイント増
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【区西部】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和５年度では 5３床増
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【区西部】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成

病床利用率

平均在院日数（右軸）

高度急性期

慢性期回復期

急性期

病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２
13

注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値
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【区西北部】機能別病床数の状況①

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度では ４.４ポイント増
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【区西北部】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和５年度では ５２４床増
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【区西北部】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成

病床利用率

平均在院日数（右軸）

高度急性期

慢性期回復期

急性期

病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２ 16

注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値
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【区東北部】機能別病床数の状況①

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度では 5.７ポイント増
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【区東北部】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和５年度では 67５床増

18

837 

437 

644 

660 

678 

675 

683 

657 

657 

3,162 

2,657 

4,427 

4,435 

4,452 

4,412 

4,502 

4,435 

4,812 

3,370 

3,861 

1,884 

1,816 

1,615 

1,769 

1,599 

1,460 

1,209 

2,347 

3,044 

3,044 

2,832 

2,728 

2,800 

2,580 

2,646 

2,560 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 10,000

2025年

令和5年度

令和4年度

令和3年度

令和２年度

令和元年度

平成30年度

平成29年度

高度急性期 急性期 回復期 慢性期

R5定量的な

基準適用後

2025年
必要量

675床
増加



【区東北部】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成

病床利用率

平均在院日数（右軸）

高度急性期

慢性期回復期

急性期

病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２
19

注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値
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【区東部】機能別病床数の状況①

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度では 1１.１ポイント増
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【区東部】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和５年度では １,０５０床増
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【区東部】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成

病床利用率

平均在院日数（右軸）

高度急性期

慢性期回復期

急性期

病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２ 22

注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値
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【西多摩】機能別病床数の状況①

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度では 6.９ポイント増
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【西多摩】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和５年度では 24５床増

24
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【西多摩】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成

病床利用率

平均在院日数（右軸）

高度急性期

慢性期回復期

急性期

病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２
25

注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値
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【南多摩】機能別病床数の状況①

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期

26

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度では ７.６ポイント増
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【南多摩】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない
27

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和５年度では ６６９床増
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【南多摩】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成

病床利用率

平均在院日数（右軸）

高度急性期

慢性期回復期

急性期

病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２

注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値
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【北多摩西部】機能別病床数の状況①

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度では ２.０ポイント増
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【北多摩西部】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和５年度では ９３床増
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【北多摩西部】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成

病床利用率

平均在院日数（右軸）

高度急性期

慢性期回復期

急性期

病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２
31

注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値
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【北多摩南部】機能別病床数の状況①

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度まで、ほぼ横ばい～微増
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【北多摩南部】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和５年度まで 、横ばい～微減で推移
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【北多摩南部】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成

病床利用率

平均在院日数（右軸）

高度急性期

慢性期回復期

急性期

病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２ 34

注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値

79.6% 78.3% 82.8%
78.6%

69.6%
76.8%

77.3%

7.7 7.5 7.7 7.5 7.5
7.6

7.5

0

2

4

6

8

10

40%

60%

80%

100%

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

病
床
利
用
率

平
均
在
院
日
数

76.3%

70.1% 71.1%
67.7%

61.8%
63.3% 61.4%

12.7
11.3

11.0
11.8

12.0
11.2

10.9

0

5

10

15

40%

60%

80%

100%

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

病
床
利
用
率

平
均
在
院
日
数

86.7% 85.8%
88.4%84.3%81.8%

83.3%
81.0%

44.6 45.0
41.7

42.9
46.1 47.0

42.5

0

10

20

30

40

50

60

40%

60%

80%

100%

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

病
床
利
用
率

平
均
在
院
日
数

78.1% 75.2%

84.0% 87.4%
84.1%

109.5%

81.5%

122.8
142.5 130.8

161.1

117.2

146.4

99.6 80

130

180

230

40%

60%

80%

100%

120%

H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

病
床
利
用
率

平
均
在
院
日
数



【北多摩北部】機能別病床数の状況①

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

（出所）病床機能報告より作成

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

満たす

満たさない

高度急性期又は急性期

回復期

・回復期機能の病床割合は、平成29年度に比べ令和５年度では ２.６ポイント増
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【北多摩北部】機能別病床数の状況②

病床機能別の病床数構成比（平成29年度～令和５年度）

注 「定量的な基準適用後」は、全身麻酔による手術又は化学療法の実績に基づき、
高度急性期又は急性期と報告された病床を再分類し、集計した数値

（出所）病床機能報告より作成

全身麻酔による手術又は化学療法を
１床当たり年１回（日）以上実施

高度急性期又は急性期

回復期

満たす

満たさない

・回復期機能の病床数は、平成29年度に比べ令和５年度では １３７床増
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【北多摩北部】機能別の病床利用率・平均在院日数の推移

（出所）病床機能報告より作成

病床利用率

平均在院日数（右軸）

高度急性期

慢性期回復期

急性期

病床利用率 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（許可病床数 × 年間日数）
× 100

平均在院日数 ＝
在棟患者延べ数（毎日24時現在の在棟患者数＋毎日の退院患者数）

（新規入棟患者数＋退棟患者数）×１/２

注 平成29年度報告～令和２年度報告は、報告前年度７月１日～報告年度６月30日、令和３年度～令和５年度報告は、報告前年度４月１日～報告前年度
３月31日の数値
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